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研究成果の概要（和文）：本研究では、現在日本国内で使用されている日本語俗語を辞書などから収集し、マイ
クロブログ上の用例を収集することで大規模な俗語コーパスを構築した。このコーパスを用いて俗語の周辺文脈
などからトピックモデルを作成し、俗語の用法のトピック変化や感性（否定/肯定など）の変化を分析すること
により俗語感性辞書の自動構築をおこなった。また、俗語のなかでもネットスラングと呼ばれる語に関して、20
代の被験者に対して複数の感性軸を対象とした感性評価アンケートを実施した。この結果をもとに、感性的な要
素を考慮することで、意味要素のみを考慮する場合よりも意図をより正確に反映できる俗語の標準語変換手法を
提案した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we collected Japanese slang words currently used in Japan 
from the dictionaries etc., and constructed a large-scale slang corpus by collecting examples on 
microblogs such as Twitter. By using this corpus, we created a topic model from the peripheral 
context of slang words, etc., and a slang sensitivity dictionary automatically by analyzing changes 
in topics and sensibility (negative / positive etc.) of usage of slang words. In addition, with 
regard to words called Internet slang, we conducted a sensitivity evaluation questionnaire for 
subjects in their 20s targeting multiple sensitivity axes. Based on this result, we proposed a 
method converting slang into standard word that can reflect intention more accurately than in the 
case of considering only semantic elements by considering sensuous elements.

研究分野：感性情報処理

キーワード： 日本語俗語　トピック分析　感性分析　ソーシャルメディア　コーパス　標準語変換　時系列分析　自
然言語処理

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果により、従来は形態素解析の辞書など自然言語処理ツールでは解析対象とされにくかった俗語に対し
て感性と意味の両方の側面から分析し、標準語との相互変換が可能になった。この手法を用いることにより、た
とえば、インターネット上の多種多様で膨大な意見集合から自動要約技術などにより意見を集約する際に、俗語
を用いた発言の意図を意味と感性の両方を考慮して適切に解釈することが可能となる。また、俗語は、時間経過
とともに新たな意味が付与されるため、本研究成果であるSNS上の発言からトピック変化や意味、感性の変化を
分析する手法により、俗語辞書を構築すれば国語資料としても有用となることが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
自然言語処理技術を応用した様々なシステムが開発・実用化されてきているが、いまだ未知語
が解析精度に及ぼす影響は大きい。とくに、近年流行している SNS における投稿には、辞書
に登録されないような新しい俗語が数多く用いられ、かつ、口語で書かれた短文（ショートテ
キスト）が多く、従来の技術では新鮮かつ重要な情報を見逃してしまう可能性がある。インタ
ーネット上でよく用いられる俗語「リア充」や「イケメン」などのように、ひとたび一般ユー
ザにまで浸透してしまうと、形態素解析等の自然言語解析用の辞書への登録が必要になる。テ
キスト内の未知語の抽出や認識に関しては、これまでも研究されてきているが、俗語のみに着
目した研究はほとんどない。俗語の多くが固有の物事を指し示すものではなく、既知語の組み
合わせや類義の既知語への置換が可能な表現であるため、感性の認識において重要な手掛かり
となり得る。一方で、俗語のなかには、日々作成されては使い捨てられていく表現も多数存在
し、すべてを辞書に登録していくのでは非効率的である。本研究では、あるコミュニティ、年
代のユーザに、ある期間において一定以上の頻度で使用されている俗語を自動的に発見し、有
用な情報を付与することで、評判分析や感情認識に応用可能な俗語感性辞書の自動構築技術を
開発する。SNS 上で個人の発信した意見や情報が、発信者の意図に関わらず、第三者により
拡散されてしまい、炎上という現象が起こることがある。これによって個人や団体の悪評が広
まることが新たな問題となっている。炎上の可能性のある発言に俗語が含まれていても、それ
を検出し対処する機能を実現するために、最新の情報が登録されている俗語感性辞書は有用で
ある。 
 
２．研究の目的 
最近の動向や世間一般の意見を探る対象として SNS 上の個人の発言は有用であるが、辞書に
未登録の俗語が含まれることで解析に失敗し、必要な情報を見逃してしまう可能性がある。俗
語の多くが感性を表現する言葉であるため、評判・意見分析では、俗語の感性辞書は重要であ
る。また、新しく登場する俗語の多くは、使用されるコミュニティによって使用頻度や意味的
な変遷があり、時間による変化が激しいため、感性とその用法や重要度をその都度変化させて
いく必要がある。本研究では、分析目的に応じて自動更新可能な俗語感性辞書の自動構築手法
を提案する。本手法が実現することで、テキストマイニングのために毎回辞書を構築して準備
する必要がなくなり、SNS における評判分析や炎上現象への対策などが従来より容易かつ正
確におこなえるようになる。 
 
３．研究の方法 
初年度から平成 28 年度までは、俗語辞書の自動構築に関する要素技術の確立をおこなう。こ
こでは、主に Twitter や動画コメントなどの Web 上のテキスト（変動情報）を自動収集する
モジュールを構築し、収集したデータを用いて従来の俗語抽出手法を改良し、俗語スコア計算
手法を確立させる。さらに、抽出した俗語に属性を付与するための知識ベースを構築する。具
体的には、収集したテキストを語彙の重要度などを用いてフィルタリングしたあと、辞書知識
と被験者によるアンケート調査の結果をもとに、俗語に感性情報を付与して俗語感性辞書を構
築する。平成 29 年度以降は，作成した俗語感性辞書を用いて、未知俗語の感性判定や俗語の
含まれる発言の炎上可能性を分析する手法について検討する。また、時間に余裕があれば、俗
語以外のソーシャルメディア上の非言語情報に対しても解析手法を提案することで、より研究
対象および応用先を広げることも検討する。 
 
４．研究成果 
本研究により、主に以下の研究成果が得られた。 
 
(1) 日本語俗語とその印象や感性といった情報を登録した俗語感性辞書 
代表的な日本語俗語６７１語を選定し、複数の被験者（主に２０代）を対象とした感性評
価アンケートをおこなった。感性評価に用いた軸は、１６種類の感性評価対となっており、
専用のアンケートツールを作成して調査した。 
 

(2) 構築した俗語辞書と標準語辞書をもとに俗語を標準語に変換する手法の確立 
（１）で構築した辞書と、日本語の既存の意味辞書（日本語語彙大系、分類語彙表、EDR
概念辞書、日本語 WordNet）から、俗語辞書に含まれる表現と意味が対応すると判断でき
る標準語を抽出し、俗語と標準語の対応関係を、感性類似度と意味類似度の２種類の類似
度尺度を用いて判定することで、俗語から標準語に変換する手法を確立させた。 
 

(3) 俗語の変動解析用の時系列順に整理された大規模発話文コーパス 
俗語は時間の経過に伴い、使用文脈や意味用法が変化する。なかには、出現してからしば
らくしてめったに使われなくなる、いわゆる「死語」や「廃語」といった語もある。これ
らの語の時系列的な用法変化を分析するために、アクティブユーザ数の多いソーシャルメ
ディアの一つである Twitter を対象とし、Twitter API を用いて俗語を含んだツイート文
の自動収集および、整理をおこなった。このデータに対するトピック分析や感情分析をお



こなうことで、俗語の意味用法、感性的な変化を検出することができた。 
 

(4) 未知俗語に対応するための表層特徴・文脈特徴に着目した俗語判別手法の確立 
辞書に登録されていない俗語に対しても感性や意味を分析できるようにするため、俗語の
文字列特徴（文字の種類や並び）と文脈特徴（共起する単語の情報）を用いた手法を提案
し、俗語かそれ以外の表現かを判定する手法を確立した。 
 

(5) 俗語と密接に関連する顔文字・絵文字・テキストアートの解析手法の提案 
俗語と同等かそれ以上にソーシャルメディア上で用いられる表現として、顔文字や絵文字
などがあげられる。これらの表現を Web 上の非言語情報として意味や感性を解析すること
が可能であれば、俗語の分析にも役立つ。顔文字からの感情推定、絵文字やテキストアー
トからのカテゴリ推定などを深層学習をはじめとする機械学習によりおこなう手法を提
案した。 

 
(6) 炎上検出のための未知表現に頑健な有害表現判定器の構築と有害表現辞書の構築 
ソーシャルメディア上の発言が発端となって生じる炎上現象を予測するため，発言内容に
含まれる有害な表現（誹謗中傷や，差別表現など）を検出する手法を提案した。具体的に
は，人手により構築した有害表現辞書と大規模コーパスをもとに獲得した単語の分散意味
表現を特徴量として、Support Vector Machine(SVM)を用いた分類器により有害表現判定
器の構築を行った。 
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